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一
般
財
団
法
人
石
川
県
芸
術
文
化
協
会
は
令
和
４
年
１０
月
１9
日
、令
和

５
年
秋
の
国
民
文
化
祭（
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
２
３
）と
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
い
し
か
わ
秋
の
芸
術
祭
の
開
催
１
年
前
「
キ
ッ
ク
オ
フ
パ
ー

テ
ィ
ー
」を
金
沢
東
急
ホ
テ
ル
で
開
き
、芸
文
協
加
盟
団
体
の
代
表
者
や

県
内
市
町
の
首
長
ら
２
５
５
人
が
芸
術
文
化
の
祭
典
に
向
け
結
束
を
確
認

し
、一
丸
と
な
っ
て
文
化
祭
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
文
化
絢
爛
」を
実
現
す

る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
１０
月
１４
日
〜
同
１１
月
２６
日
に
県
内
で
約
１
５
０
事
業
を
展
開

す
る
国
民
文
化
祭
は
、芸
文
協
や
県
な
ど
が
隔
年
で
催
す
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

を
連
携
事
業
と
位
置
付
け
、一
体
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
国
民
文
化
祭
の
実
行
委
員
会
文
化
芸
術
顧
問
で
あ

る
飛
田
秀
一
芸
文
協
会
長
は
、石
川
県
で
前
回
、国
民
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
た
１
９
９
２（
平
成
４
）年
の
４
年
後
に
芸
文
協
が
発
足
し
た
こ
と
を
紹

介
。前
回
の
開
催
時
に
比
べ
、今
回
は
期
間
や
事
業
数
な
ど
の
規
模
が
大

幅
に
拡
大
す
る
と
し「
芸
文
協
が
前
面
に
出
て
、事
業
推
進
を
手
助
け
す

る
立
場
に
な
っ
た
。芸
文
協
初
の
国
民
文
化
祭
に
向
け
気
持
ち
を
引
き
締

め
、『
文
化
絢
爛
』を
実
感
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

来
賓
で
国
民
文
化
祭
の
実
行
委
会
長
を
務
め
る
馳
浩
知
事
は
、「
芸
文

協
の
一
つ
に
な
る
力
を
国
民
文
化
祭
で
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、本
物
の
文

化
を
世
界
に
発
信
し
た
い
」と
述
べ
、村
山
卓
県
市
長
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、令
和
４
年
９
月
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ・ア
ン
サ
ン
ブ

ル
金
沢（
Ｏ
Ｅ
Ｋ
）の
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィッ
ク・リ
ー
ダ
ー
に
就
い
た
広
上
淳
一

さ
ん
が
、Ｏ
Ｅ
Ｋ
メ
ン
バ
ー
を
指
揮
し
、「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」を
優
雅
に

響
か
せ
ま
し
た
。

　

県
い
け
花
文
化
協
会
専
務
理
事
の
前
田
由
翠
さ
ん（
池
坊・金
沢
市
）が

ロ
ビ
ー
に「
迎
え
花
」を
寄
せ
、流
儀
の
技
で
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。
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「文化絢爛」実現へ一丸

キックオフパーティー

ぶ ん 　 か 　  け ん 　 ら ん

60
2023年3月28日発行

広上さんの指揮で優雅な演奏を披露するOEKのメンバー

国民文化祭・ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭　開催１年前

令和５年の国民文化祭とビエンナーレへ結束を確認したキックオフパーティー
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　県いけ花文化協会は７流派３６人が出展し、県
編物協会のニットや県書美術連盟の書、北陸服
装文化協会のファッションの作品も並びました。

出展団体：「テーマ」
石川県いけ花文化協会：「新進作家選抜花展」

石川県編物協会：「ニットのぬくもり」

北陸服装文化協会：「秋色の街」

石川県書美術連盟：「『石川の書展』入選作品展」

　１０月１、２日は赤羽ホールで舞台公演が行われ、１日は箏曲や太鼓、洋舞、ピアノが、２日は太鼓、舞踊、吟剣詩舞、
邦楽舞踊の４団体が日頃の精進の成果を披露しました。

存在感を放つ書の秀作が並んだ会場

箏曲「六段調」を演奏する県箏曲連盟の会員

元気いっぱいにダンスを披露する県洋舞連盟の出演者

秋らしい大人の装いに見入る来場者

秋を感じさせるニット作品に見入る来場者フィナーレを飾った県吟剣詩舞道総連盟の舞台

小唄を粋に聞かせた花菱は満朝社中 力強いバチさばきを披露した志賀豊年力太鼓保存会

秋を感じさせる生け花を鑑賞する来場者

展示

舞台公演 いしかわ芸術文化祭２０２２
「いしかわ芸術文化祭２０２２」は令和４年９月３０日から、金沢市の北國新聞赤羽ホール、同交流ホールで
３日間の日程で開幕し、県芸術文化協会加盟の１１団体が参加しました。

期日：９月３０日(金)～１０月２日(日)
会場：北國新聞交流ホール

期日：１０月１日(土)～２日(日)
会場：北國新聞赤羽ホール
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若手奏者　みずみずしく動物音楽隊がクリスマス曲

北欧の調べ　荘厳に
斬新な邦楽に酔いしれ

しょう ぶんの そう

ひ　そう

ぐ　れん

くち   で

こと

こう き は    な

「津軽甚句」を披露する出演者＝北國新聞赤羽ホール
「ジングルベル」で軽快な音色を響かせた出演者
＝北國新聞赤羽ホール

迫力の演奏を繰り広げた出演者＝北國新聞赤羽ホールアンコールを披露する出演者＝北國新聞交流ホール

いしかわ芸術新時代

未来の伝統芸能を支える若者たち

　「いしかわ芸術新時代　未来の伝統芸能を支える若者たち」は令和４年１１月１３日、金沢市の北國新聞赤羽ホールで開かれ
ました。地元の津軽三味線、民謡、和太鼓、箏の若き担い手たちが、みずみずしい唄や演奏を披露しました。
　地元から津軽三味線明宏会の口出智太郎さん、今年の山中節全国コンクールを制した杉山民謡会の西房亜美さん、箏曲生
田流正派邦楽会の浜上琴羽さん、白山市を拠点に活動する「和太鼓サスケ」が出演しました。
　全国で活躍する津軽三味線奏者の中村滉己さんと飯田華那さんを迎え、「津軽甚句」に続き、津軽三味線の独奏で競い合い

ました。中村さん、飯田さん、口出さんによる
「津軽じょんから節」の曲弾きでは、演奏中
に何度も拍手が起きました。
　和太鼓サスケの力強いバチさばきや、浜
上さんのしっとりとした箏の音、西房さんの
伸びやかな山中節も観客を引き込みました。
　明宏会や杉山民謡会のメンバーもステ
ージを盛り上げ、司会の松田隆行さんが東
京五輪閉会式で唄った「東京音頭」で出
演者が勢ぞろいし、フィナーレを飾りました。

０歳からの音楽祭

音楽の絵本～ブラスサンタwithクラリキャット～

　０歳からの音楽会「音楽の絵本 ブラスサンタｗｉｔｈクラリキャット」は令和４年１２月１０日、金沢市の北國新聞赤羽ホールで開か
れました。動物の格好をした音楽隊がクリスマスの名曲を披露し、親子連れで満席となった会場を盛り上げました。
　オカピが指揮者を務める金管五重奏「ズーラシアンブラス」とネコの姿でクラリネット四重奏を披露する「クラリキャット」が登場。

メンバーはクリスマス衣装に身を包み、「き
よしこの夜」や「あわてんぼうのサンタクロ
ース」などを奏でました。
　アンコールの「ジングルベル」では、太い
角を持つウシ科のゴールデンターキンとカ
ラフルな鳥が演奏者として加わり、軽快な
音色を響かせました。

第１７３回芸文協コンサート

　第１７３回芸文協コンサート「北欧音楽の調べ」は２月２６日、金沢市の北國新聞交流ホールで開かれ、聴衆が壮麗な音色に
聴き入りました。
　ピアノの田島睦子さんによるメリカントの「ワルツ・レント」で幕を開けました。フルートの多田由実子さんとサクソフォンの筒井裕
朗さんはグリーグの劇音楽「ペール・ギ
ュント」で共演し、メゾ・ソプラノの仲谷
響子さんはトゥール・アウリンの「４つの
セルビアの歌」の抜粋を伸びやかに歌
い上げました。
　アンコールでは出演者全員でスウェ
ーデンの伝説的ポップグループ「ＡＢＢ
Ａ（アバ）」の「ダンシング・クイーン」を披
露し、聴衆が手拍子で盛り上げました。

いしかわ芸術新時代

KaTaCHI ～急ノ章～

　いしかわ芸術新時代「ＫａＴａＣＨＩ～急ノ章～」は３月１１日、金沢市の北國新聞赤羽ホールで開かれ、伝統の音色と多彩な音
楽が調和した斬新な邦楽に聴衆が酔いしれました。
　ＫａＴａＣＨＩは、日本舞踊紫派藤間流師範の藤間信乃輔さんと宮内庁の楽師を務める笙奏者豊剛秋さん、二十五弦箏演奏家
の中井智弥さんによる邦楽ユニット。公演は中井さん作曲の「紅蓮の炎」で幕を開け、３人が緩急自在の舞と演奏を披露しました。
　長唄「静と知盛」では、横笛奏者の藤舎眞衣さんが流麗な音色を響かせ、藤間さんが優雅に舞った。 リチャード・ロジャースの
「Ｍｙ　Ｆａｖｏｒｉｔｅ　Ｔｈｉｎｇｓ」やモーリス・ラヴェルの「ボレロ狂詩曲」など洋楽やクラシックの名曲との融合も聴衆を楽しませた。
　最後はＫａＴａＣＨＩと藤舎さん、金沢学院大附属高吹奏楽部がステージにそろい、ベートーベンの「悲愴第２楽章」で迫力の演
奏を繰り広げました。

北欧 音 楽の調べ



67

伝
統
芸
能

　
プ
ロ
が
直
伝

　２月２５日、２６日の２日間、しいのき迎賓館で国民文化祭のプレイベント「子ども文
化体験ワールド」を開催しました。親子連れなど６５０人が加賀茶道や加賀宝生など
の体験講座で郷土に受け継がれる文化の魅力に触れ、１０、１１月に県内で繰り広げ
られる文化の祭典へ関心を高めました。

９月３日から最多６６事業

国民文化祭と一体開催

承認された計画内容

立礼席で一服を味わう親子連れ

来場者の前で狂言の稽古に励む加賀宝生子ども塾の塾生

扇子を片手に「さくらさくら」を舞う参加者真剣な表情で曲を奏でる金沢素囃子子ども塾の児童生徒

～春に向けて気軽に
　楽しい文化体験～

いしかわ百万石文化祭2023金沢市プレイベント

 子ども文化体験
ワールド

２月２５日(土)・２６日（日）開催：４講座
茶道(石川県茶道協会)、加賀象嵌(金沢市工芸協会)、
金箔貼り、和菓子作り

２月２５日(土)開催：６講座
加賀宝生【能楽】(加賀宝生子ども塾)、
将棋(日本将棋連盟石川県支部連合会)、
和太鼓(石川県太鼓連盟)、
彫刻(石川県美術文化協会)、
編物(石川県編物協会)、九谷焼

２月２６日(日)開催：６講座
素囃子(金沢素囃子子ども塾)、百人一首(石川県かるた協会)、いけ花(石川県いけ花文化協会)、日本舞踊(石川県邦楽舞踊協会)、
手芸(北陸服装文化協会)、加賀友禅(石川県和装文化協会)

郷土の文化
「面白い」
国文祭へ関心高め

2023ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭
第２回開催準備委員会を開催

　２０２３ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭（同実行委員会、石川県、一般財団法人県芸術文化協会主催）の第２回開
催準備委員会は３月３日、金沢市の北國新聞２０階ホールで開かれました。今年は、国民文化祭（いしかわ百万石文化
祭２０２３）と一体的に催し、９月３日～１２月３日に過去最多の６６事業を展開する計画案を承認しました。
　開催準備委員会では酒井雅洋委員長（県県民文化スポーツ部長）があいさつしました。６月に実行委員会を組織し、
具体的な事業計画を決めることとしています。

　①リーディング事業(国民文化祭実行委員会が主催する事業):３事業
　②地域文化発信事業(市町が企画する事業):３事業
　③文化団体事業(文化団体が全国大会として実施する事業)：１８事業
　④応援事業(全国大会ではない、従来のビエンナーレ事業)：３５事業

１０月３日(火)

１０月７日(土)

１０月８日(日)

１１月８日(水)

１１月１１日(土)

１１月１２日(日)

１１月１６日(木)

加賀公演
「新進気鋭実力派アーティストのステージ」

和太鼓パフォーマンス集団
「ＤＲＵＭ　ＴＡＯ (ドラム・タオ)

映像の世紀コンサート

金沢落語まつり「立川志の輔独演会」

舞台「アカシアの雨が降る時」

能登公演「メンデルスゾーンの世界」

ガルガン・アンサンブル「昭和歌謡の名曲」

石川県小松市團十郎芸術劇場うらら

北國新聞赤羽ホール

石川県立音楽堂コンサートホール

北國新聞赤羽ホール

北國新聞赤羽ホール

七尾市文化ホール

北國新聞赤羽ホール

山田和樹指揮
バーミンガム市交響楽団 金沢公演　　　   

１，「ビエンナーレいしかわ秋の芸術祭・国民文化祭」プレイベント　　　　　　　

２，自主事業(国民文化祭特別連携事業):７事業
　　

３，加盟団体が実施する事業
　　

開催日 会　場公演名

６月２７日 (火)　  石川県立音楽堂コンサートホール

承認された計画内容

開催日 会　場公演名


